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論文は 4 ページ以上、研究速報は 2～4 ページ、
資料論文は8ページ程度である。 
                                                
1 A4サイズの寸法は，210ｍｍ×297ｍｍである． 
2 脚注は，8ポイントの明朝体で，脚注番号を用い，ページの
下にこのように用語の解説や補足説明などを記述すること． 
 
 
論文（6 ページ以上） 
コンピュータやネットワークの教育・研究利用
に関する非常に信頼性の高い研究を体系的にまと
めたものや新たな教育・研究データをまとめたも
の。コンピュータやネットワークの教育・研究利
用に関する独創的な研究、新規性、信頼性の高い
ものやその発展に役立つ内容を、順序立てて明瞭
に記述したもの。教育・研究に有効な方法やシス
テム等を新たに開発し、その有用性に言及したも
の。 
実践論文（4 ページ以上） 
コンピュータやネットワークの教育・研究利用
に関する実践事例の結果をまとめたもので、その
方法や条件が明確で、有用性、信頼性が高いもの。 
研究速報（2～4 ページ） 
コンピュータやネットワークの教育・研究利用
に関する実践的な研究成果や新しい研究方法やそ
の結果などの成果を明確に記述したもので速報と
して役立てることを目的としたもの。 
資料論文（8 ページ程度） 
コンピュータやネットワークの教育・研究利用
に関する資料的価値が高く、有益な資料の提示に
関するもの。 
ただし、提出された論文の内容やページ数
などによっては、こちらで論文のカテゴリを
変更する場合がある。 
 
2.5 タイトルとサブタイトルなど 
タイトルは 16 ポイント、必要であれば、サブ
タイトル（14ポイント）をセンタリングで記述す
る。 
筆者名は 10 ポイントのゴシック体で書き、各
著者に文字飾りの上付きにて「＊1、＊2、・・・」
を付け、センタリングで記入する。下部に「＊1:、
＊2:、・・・」に続けて各著者の所属を記述する。
なお、筆者名の並びの下に連絡先となる代表の
Email アドレスを書くこと。 
その他、特に指定のない部分のフォントは、日
本語は明朝体、ラテン文字・英字・数字はCentury 
か Roman を推奨する。特殊なフォントの使用は
避けること。文字サイズ（ポイント）は、論文集
全体でのバランスを取るために、表１のようにす
る。なお、フォントは、プロポーショナルフォン
ト、等幅フォント、proportional、fixedのいずれ
の使用も可。 
